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平成２２年１月号

あけましておめでとうございます
今年もよろしくお願いします。

平成二十二年一月四日

新年を迎え、気持ち新
たに、２０１０年の業務
に取り組んでおります。
本号では職員の新年の
年頭の挨拶を掲載しまし
た。家保職員一同、本年
もどうぞ宜しくお願い致
します。

～年頭のご挨拶～

明けましておめでとうございます。
天草地域の健全な畜産振興に向け、少し
でも皆様のお役に立てるよう、職員一丸となり
頑張ります。
今年も宜しくお願いします。
天草家畜保健衛生所長 髙橋 繁一郎



家畜の異常を発見された場合はご連絡ください。
天草家畜保健衛生所 電話番号０９６９－２２－３６６８！？
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天草の方々に支えられながらの2年目も折り返しを過ぎま
した。いつも皆様には大変お世話になり、ありがとうござ
います。今年も天草地域のにわとりの応援団として努力し
て参りますので、どうぞよろしくお願いします。

明けましておめでとうございます。今年は「虎年」です。
「虎を野に放つ」ではありませんが、「家畜伝染病を野に
放つ」ことがないように、しっかり頑張りますので、ご支
援宜しくお願いします。

明けましておめでとうございます。今年も家畜伝染病の
発生予防と家畜の生産振興に貢献していきたいと思ってい
ます。よろしくお願いします。

明けましておめでとうございます。
皆さんと共に明るく元気に頑張りたいと思います。
今年も宜しくお願いします。

天草に移動して9ヶ月がたちました。まだまだ未熟ですが
あと3年ぐらいは天草家保豚担当として頑張りたいと思って
います。宜しくお願いします。

明けましておめでとうございます。
4月に赴任して以来、あっという間の1年でした。
今年も少しでも皆さんの役に立てるよう、がんばりたいと
思いますので宜しくお願いします。

明けましておめでとうございます。
今年も関係者の皆様とのふれあいを大切にしたいと思い
ます。よろしくお願いします。

明けましておめでとうございます。
未熟者ですが、家畜保健衛生所の一員として、役立てる様、
一生懸命、頑張って参ります。今年もよろしくお願いします。

明けましておめでとうございます。
本年も関係機関の方の力をお借りしながら、家畜の自衛防
疫に努めたいと思いますので、よろしくお願い致します。

＜産休中＞
12月にお子さんをご出産されました。
おめでとうございます。
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韓国で

が発生しています。

年明けから、韓国で口蹄疫の発生が続いています。
1月2日に乳牛で最初の発生が確認されてから、京畿道・抱川地区の
牛（合計4農場）で発生が続いており、まん延を防止するため、1月18
日までに周辺農場の偶蹄類として韓牛113頭、乳牛1,760頭、豚1,335
頭、山羊46頭、鹿17頭が殺処分されています。
また、1月19日には地区が異なる京畿道・漣川地区でも韓牛で発生

の報告があり、未だ予断を許さない状況が続いています。
日本では2000年に宮崎県と北海道で発生があった以降、発生はあり
ませんが、韓国への渡航を控える等、関係者以外の農場の立入等には
十分ご注意下さい。

山形県で新型インフルエンザ（H1N1)が
豚から分離されました。

山形県で発熱などの症状を示していた県内の養豚農場の豚を検査
した結果、新型インフルエンザウイルス(H1N1)に感染していた事が
判りました。
国内での新型インフルエンザの家畜への感染は、昨年10月に大阪
府の養豚農場で確認されて以来の2例目ですが、昨年4月以降は世界
22ヵ国と多くの国で感染の報告があります。
豚のインフルエンザは伝染病として指定はなく、症状も軽いとさ

れていますが、発熱、呼吸促迫、咳、鼻水、嘔吐などの症状がある
時は十分注意してください。
今回は豚が症状を示す前に管理者がインフルエンザに感染してい
たという事から、管理者（人）から豚への感染が強く疑われますが、
感染経路としては他の伝染病と同様に飼養者間の交流もあります。
よって、インフルエンザに感染している人や関係者以外の豚舎へ
の立入の禁止等を含め、飼養衛生管理の徹底をお願いします。


